
307985N
 JA

取扱説明書 - 部品

2:1 比率 Monark® 
ポンプ
適合した液体の移送、供給、および循環用。一般目的では使用しないでください。

最高動作液圧1.4 MPa (200 psi、14 bar)
最高空気入力圧力0.7 MPa (100 psi、7 bar)

部品番号 223185、シリーズ C
200 リットル (55 ガロン ) ドラム缶サイズ、UHMWPE お
よび皮パッキン

部品番号 223186、シリーズ C
スタビーサイズ、UHMWPE および皮パッキン

最大使用圧力や認証などのモデル情報については、 3 ペー
ジを参照ください。

重要な安全上の注意
機器を使用する前に、本マニュアルのす
べての警告と指示をお読みください。装
置のコントロールと適切な使用方法を熟
知してください。これらの指示は保管し
ておいてください。
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関連取扱説明書
英語の取扱説明書とその翻訳版は、www.graco.com で入手いただけます。

英語取扱
説明書番号 説明

307983 置換ポンプ、取扱説明書 - 部品リスト
307043 Monark® エアモーター、取扱説明書-部品リスト
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モデル

部品 シリーズ 最大圧力
MPa、bar (psi) 説明 承認

223186

C

最大液体使用圧力
1.4 MPa、14 bar
（200 psi）

最大エア入力圧力
0.7 MPa 

(7 bar, 100 psi）

スタビーサイズ、UHMWPE
および皮パッキン

223185
200 リットル (55 ガロン ) ド
ラム缶サイズ、UHMWPE お
よび皮パッキン 注 : 適用される保護の種類「h」は建設

安全性「c」です。
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安全記号
以下の安全記号は本説明書全体および警告ラベル上にあります。下の表を読んで各記号の意味を理解することが重
要です。

記号 意味

装置誤用による危険性

火災と爆発の危険性

可動部品の危険

加圧された装置の危険性

飛沫の危険性

有毒な液体又は蒸気の危険性

機器の接地

圧力開放の手順に従ってください

作業場を換気してください

作業者の安全保護具を着用してく
ださい

着火源を取り除いてください

記号 意味

セーフティーアラート記号
記号の意味 注意！警告 ! 重要な安全上のメッセージが記載されていますので、マニュ
アルを通じてこの記号に注意してください。
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警告
次の警告は、このマニュアル全体に適用されます。この機器を使用する前に、警告をよく読んで、それに従ってく
ださい。この警告に従わない場合、重大な怪我または事故が発生する可能性があります。

警告
火災および爆発の危険性
作業場に、溶剤や塗料のガスのような可燃性のガスが存在すると、火災や爆発の原因となることがあり
ます。装置内を流れる塗料や溶剤は、静電気スパークの原因となります。火災と爆発を防止するために :

• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。
• 表示灯やタバコの火、懐中電灯およびプラスチック製シート (静電スパークが発生する恐れのある

もの ) などのすべての着火源は取り除いてください。
• 作業場内のすべての装置を接地してください。接地の指示を参照してください。
• 溶剤を高圧でスプレーしたり洗浄したりしないでください。
• 溶剤、ウェスおよびガソリンなどの異物を作業場に置かないでください。
• 可燃性の気体が充満している場所で、電源コードの抜き差しや電気や電灯のスイッチのオン /オフ

はしないでください。
• 接地されたホース以外は使用しないでください。
• ペール缶に向けてトリガーを引く場合、ガンを接地された金属製ペール缶の縁にしっかりと当てて

ください。静電気防止または導電性でない限り、ペール缶ライナーは使用しないでください。
• 静電気放電が生じた場合、または感電したと感じた場合、操作を直ちに停止してください。問題を

特定し、修正するまでは、機器を使用しないでください。
• 作業場には消火器を置いてください。
装置誤用による危険
誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。
• 疲労状態や薬を服用または飲酒状態で装置を操作しないでください。
• 最も低い定格のシステムコンポーネントの最大使用圧力または温度定格を超えないようにしてく

ださい。すべての機器取扱説明書の技術仕様を参照してください。
• 装置の接液部部品に適合する液体と溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書の技術仕様

を参照してください。液体および溶剤メーカーの警告も参照してください。使用している材料に関
する詳しい情報については、販売代理店または小売店から安全データシート (SDS) を取り寄せて
ください。

• 機器が通電中あるいは加圧中の場合は作業場を離れないでください。（該当する場合）
• 装置を使用していない場合は、すべての装置の電源を遮断し、 圧力開放手順に従ってください。
• 装置は毎日点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損した部品

を直ちに修理または交換してください。
• 装置を改造または変更しないでください。装置を改造または変更すると、認証機関の承認が無効に

なり、安全上の危険が生じる場合があります。
• すべての機器が使用する環境に対して認定され、承認されていることを確認してください。
• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせください。
• ホースやケーブルは、通行箇所、鋭利な端、可動部品、高温の表面から遠ざけてください。
• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを使用して装置を引き寄せたりしないでください。
• 子供や動物を作業場に近づけないでください。
• 適用されるすべての安全に関する規制に従ってください。
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可動部品の危険性
可動部品は指や身体の一部を挟んだり、切ったり、切断する可能性があります。
• 可動部品に近づかないでください。
• 保護ガードまたはカバーを取り外したまま装置を操作しないでください。
• 装置は、警告なしに始動することがあります。装置を点検、移動、または整備する前には、圧力開

放手順に従い、すべての電源の接続を外してください。

有毒な液体の危険性
有毒な液体や気体が目に入ったり、皮膚に付着したり、それらを吸い込んだり、飲み込んだりすると、
重傷を負ったり死亡したりする恐れがあります。
• 安全データシート (SDS) を参照して、使用している流体固有の危険性を知っておいてください。
• 危険な流体は保管用として許可された容器に保管し、廃棄する際には適用されるガイドラインに

従ってください。
個人用保護具
目の怪我、難聴、有毒ガスの吸入、火傷などの重大な怪我を防ぐため、作業場所では適切な保護具を着
用してください。保護具には以下のものが含まれますがこれに限定されません。
• 保護めがねと耳栓。
• 流体および溶剤の製造元が推奨するマスク、保護衣および手袋。
加圧された機器による危険性
機器、漏れまたは破裂した構成部品から出た流体は目または皮膚に飛び散り、重傷を負う原因になる可
能性があります。

• スプレー /吐出を中止する場合、または機器の洗浄、点検、整備を行う前には、圧力開放手順に従っ
てください。

• 機器を操作する前に、液体の流れるすべての接続箇所を締めてください。
• ホース、チューブ、およびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は直ち

に交換してください。

警告
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設置

一般情報
注 : 本文のカッコ内の参照番号と文字は、図および部品
図面の吹き出しに対応しています。

注 : 必ずグラコ販売代理店を通して入手した純正の グ
ラコ製の部品およびアクセサリーを使用してください。
自分でアクセサリーを用意する場合は、システムに適切
なサイズ、および適合する定格圧力であることを確認し
てください。

図 2は、システム コンポーネントとアクセサリを選択し
て取り付けるための単なるガイドです。使用目的に合っ
たシステムの設計については、グラコ販売代理店にお問
い合わせください。

オペレーターの準備
この機器を操作する者はすべて、システムのあらゆる構
成部品の安全で効率的な操作やすべての液体の適切な
取り扱いに関してトレーニングを受けている必要があ
ります。すべてのオペレーターは装置を操作する前に、
すべての取扱説明書、タグ、およびラベルに十分に目を
通す必要があります。

接地

ポンプ：注文部品番号 237569 接地線とクランプ。図 1。
接地用金具のロックナット (W) とワッシャ (X) を緩め
ます。接地線(Y)の片方の端を金具 (Z)のスロットに挿入
し、緩み止めのロックナットをしっかり締めます。ワイ
ヤーの他方の終端を大地アースに接続します。

エアおよび液体ホース：導電性のホースのみを使用して
ください。ホースの絶縁抵抗値を確認します。全絶縁抵
抗値の合計が 25 メガオームを超える場合は、即座に
ホースを交換します。

エアコンプレッサー： 製造元の推奨に従って下さい。

スプレーガン : 正しく接地された液体ホースおよびポン
プの接続部分を通して接地します。

液体供給容器 : ご使用の地域の法令や規制に従ってくだ
さい。

スプレー対象物: ご使用の地域の法令と規制に従ってく
ださい。

洗浄時に使用される溶剤ペール缶：ご使用の地域の法令
と規制に従ってください。接地された表面に置かれた導
電性の金属ペール缶のみを使用してください。接地の導
通を妨げる紙や段ボールのような非導電性のものの上
にペール缶を置かないでください。

洗浄または圧力開放時に接地の電気的導通を確保する
には : 接地された金属ペール缶の側面にスプレーガン /
ディスペンスバルブの金属部品をしっかりと当て、それ
からガン /バルブの引き金を引きます。

静電気火花による危険性を抑えるため、装置は必ず接
地してください。静電気スパークが原因で、気体の引
火または爆発が生じることがあります。接地すること
で、配線を通して電流を逃すことができます。

図 1: 接地線
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ポンプの取り付け
設置計画に適したポンプを取り付けてください。寸法
および取り付けセクション、18 ページを参照してくだ
さい。

ポンプが浸漬している場合、ポンプインテークが液体容
器の底から13 mm（1/2 インチ）であることを確認します。

ポンプが壁またはスタンドに取り付けられている場合
は、吸引ラインをポンプの 1-1/2 インチ NPT (f) 液体イン
レットに接続し、ラインのもう一方の端を液体容器に入
れます。

凡例 :
A ブリード型マスターエアバルブ (ポンプに必要)
B エアフィルター /レギュレーター
C エアラインルブリケーター
D 液体ドレンバルブ (必須)
E サージタンク
F 液体遮断バルブ
G 液体フィルター
H 液体圧力レギュレーター
J エアスプレーガン
K 背圧レギュレーター
L ポンプ
M 給気ライン

N ブリード型マスターエアバルブ (アクセサリー用)
Y メイン液体供給ホース
R ポンプランナウェイバルブ
S メイン液体戻りライン
T セカンダリー液体戻りライン
Y Y 接地線 (必須 ; 設置の説明は 7 ページ参照)

図 2: 代表的な設置例
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利用可能なアクセサリー（別売り）

エアラインアクセサリー

• ブリード型マスターエアバルブ(A)は、バルブが閉じ
ている時、エアモーターとガンとの間に溜まってい
る空気を開放するために、システム内で必要となり
ます。ブリードバルブはポンプから近い位置で、エ
アフィルター /レギュレーターの下流側に設置され
ていることを確かめて下さい(B)。部品番号113269
ブリードバルブ。

• エアフィルター /エアレギュレーター(B) は、ポンプ
とエアスプレーガンへのエア圧力を調整すること
により、ポンプ速度とアウトレット圧力をコント
ロールします。有害な埃や水分を圧縮エア供給源か
ら除去します。ポンプのエアフィルター/レギュレー
ターはポンプのブリード型マスターエアバルブ(A)
の 上流 にあります。また、各スプレーブースにエ
アフィルター /レギュレーターを供給します。

• ポンプランナウェイバルブ (R) はポンプの稼働が速
くなりすぎると自動的にポンプを遮断します。ポン
プの動作が速すぎると、ポンプが著しく損傷するこ
とがあります。

• エアラインルブリケーター (C) によって、自動的に
エアモーターに潤滑剤を供給します ポンプのエア
フィルター /レギュレーター (B) の下流に取り付け
ます。

• 整備時にアクセサリーを隔離するために、各エアラ
インの終端に追加のブリード型エアバルブ (N) を取
り付けます。

液体ラインアクセサリー

• 液体ドレンバルブ (D)は、ホースとガンの中にある液
体圧力を開放するためにお客様のシステムにおいて
必要な器具です(上記警告を参照してください)。

• サージタンク (E) を取り付けて液体ライン脈動を減
らします。

• 2 つの液体フィルタ (G) を取り付けて液体から不純
物を取り除き、スプレーガン (J) に送ります。液体
遮断バルブ (F) をそれぞれのフィルタの上流と下流
に取り付けます。こうすることで、フィルタを洗浄
しながらスプレーを続けることができます。

• 液体圧力レギュレーター (H) を取り付けて、各スプ
レーブースに精密な液体圧力 コントロールを行い
ます。

• 液体遮断バルブ (F) を図の箇所に取り付けます。

液体戻りライン
• メイン液体戻りライン (S)を取り付けて、液体をポン

プの戻りポートに戻します。

• セカンダリー液体戻りライン (T) を取り付けて、液
体をスプレーガンから液体供給容器に戻します。

• 背圧レギュレーター (K) を各液体戻りラインの、最
後のガンステーションの後に取り付けます。こうす
ることで、すべてのスプレーガンに対して一定のシ
ステム背圧を加え、液体循環に適切な圧力を加える
ことができます。

溜まっているエア圧によってポンプが不意に動き出
すことがあり、液体の飛散や可動部品により、重大な
人身事故の原因となります。負傷を防止するためにブ
リード型マスターエアバルブを取り付けます。

溜まっているエア圧によってポンプが不意に動き出
すことがあり、液体の飛散や可動部品により、重大な
人身事故の原因となります。負傷を防止するためにブ
リード型マスターエアバルブを取り付けます。
液体ドレンバルブ (D) は、ご利用のシステムでの重大
な傷害の危険を小さくします。そのような傷害として
は、液体が目や皮膚にかかることがあります。
液体ドレンバルブは、置換ポンプ、ホースおよびガン
の液体圧力の開放を支援します。ガン引き金を引いて
圧力を取り除くだけでは、十分ではないことがあり
ます。
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操作

圧力開放手順
この記号が表示されている箇所では、圧力開放手
順に従ってください。

1. ポンプへの給気を遮断します。

2. ブリード型マスターエアバルブ (システムに必須) を
閉じます。

3. ガンの金属部分を接地された金属ペール缶の側面
にしっかりと保持し、引き金を引いてガンの圧力を
逃します。

4. 排出物を受ける容器を用意し、液体ドレンバルブ
(D、システムで必須 ) を開きます。

5. スプレー可能な状態になるまで、ドレンバルブを開
いたままにします。

スプレー ノズルまたはホースが完全に詰まっていると
思われる場合、または上記の手順に従っても圧力が完全
に解放されていないと思われる場合は、ノズル保持リン
グまたはホース端のカップリングをゆっくりと緩め、
徐々に圧力を解放してから、完全に緩めます。ノズルま
たはホースを清掃します。

パッキンナット

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧状態が
続きます。可動部品から生じる重大な怪我を避けるに
は、パッキンナット /ウェットカップを点検する前に、圧
力開放手順、10 ページに従ってください。

定期的に、パッキンナット/ウェットカップ (U) の締まり
具合を点検してください。ナットは、漏れを止める程度
に締めてください。ナットを 27-33 N.m (20-24 フィート-
ポンド)のトルクで締めます。締めすぎるとパッキンが
破損する場合があります。ナットを調整する前に、圧力
開放手順、10 ページに従います。図 3。

本装置は、圧力が手動で開放されるまで加圧状態が続
きます。液体の飛散などの加圧状態の液体、および可
動部品から生じる重大な怪我を避けるには、スプレー
を停止した後と機器を清掃、点検、および整備する前
に、圧力開放手順に従ってください。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧状
態が続きます。可動部品から生じる重大な怪我を避
けるには、パッキンナットウェットカップを点検す
る前に、圧力開放手順に従ってください。

図 3: パッキンナットの確認
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ポンプが浸っていない場合、パッキンナット /ウェット
カップの半分まで互換性のある溶剤で満たします。置換
ロッドが現れた状態になって、その上で液体が乾燥し、
スロートパッキングが損傷することを防ぐため、常に
カップを満たしてください。

最初に使用する前のポンプの洗浄
ポンプの試験は軽量オイルで行われます。そしてそのオ
イルはポンプの部品を保護するために残されています。
使用している液体がオイルによって汚染される可能性
がある場合、適合溶剤オイルを洗浄します。洗浄の手順
セクション、12 ページに従います。

ポンプへのプライム

1. 圧力開放の手順、9 ページに従ってください。

2. スプレーノズルをガンから取り外します。ガンの取
扱説明書を参照してください。

3. ブリード型マスターエアバルブ (A、N) を閉じます。
図 2。

4. ポンプエアフィルター /レギュレーター (B) を閉じ
ます。

5. 液体ドレンバルブ (D) を閉じます。

6. システム全体のすべてのフィッティングがしっか
りと締められていることを確認します。

7. 給気ラインをポンプのエアインレットに接続します。

8. ブリードタイプマスタエアバルブ (A、N) を開きます。

9. ガンの金属部分を接地された金属製ペール缶の側
面にしっかりと接触させ、ペール缶に向けてガンの
引き金を引きます。

10. ポンプが始動するまで、エアフィルター/レギュレー
ターをゆっくりと開きます。エアが押し出され、シ
ステムが完全にプライムされるまでポンプをゆっ
くりと回転させます。良好な結果を得るには、可能
な限り最低の圧力を常に使用します。高圧を使用す
ると、チップやポンプの早期摩耗の原因となります。

循環システムでは、エア供給が停止されるまで、ポン
プは稼働しつづけ必要に合わせて加速または減速
します。

ダイレクト供給システムでは、適切なエア圧力が
モーターに供給されるので、ガンを開け閉めする都
度、ポンプが開始停止します。

11. ガン引き金を離して引き金ロック安全装置を掛け
てください。

12. ガンの取扱説明書で説明されているように、スプ
レーノズルをガンに取り付けます。

13. ポンプを始動します。洗浄は必ず最低液体圧力で
行ってください。

14. エアフィルター /レギュレーター (B) を使用して、
ポンプ速度およびアウトレット圧力を制御します。
良好な結果を得るには、可能な限り最低の圧力を常
に使用します。高圧を使用すると、チップやポンプ
の早期摩耗の原因となります。

火災および爆発を避けるために、器具および廃棄物の
容器は必ず接地してください。静電スパークや飛沫に
よる怪我を避けるため、必ずできるだけ低い圧力で洗
浄してください。

部品が破裂して、重大な傷害事故が発生する可能性が
ある、システムへの加圧リスクを避けるため、ポンプ
への供給空気圧は絶対に7 bar (100 psi)を超さないよ
うにしてください。

注
ポンプが空のまま運転しないでください。速度が急に
速くなり、破損します。ポンプの作動が速すぎる場合
には、直ちに停止して、液体供給をチェックしてくだ
さい。供給容器が空になってしまい、ラインにエア流
入している場合には、容器に液体を補充して、ポンプ
およびラインに液体をプライムします。または適合す
る溶剤で洗浄後、溶剤を満たした状態のままにしてお
きます。すべてのエアを液体システムから除去します。
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メンテナンス

ポンプのシャットダウンと手入れ

夜間のシャットダウンに関しては、露出した置換ロッド
の表面で材料が乾燥しスロートパッキンの破損を防ぐ
ために、ポンプをストロークの下端で止めます。

置換ロッドの表面で液体が乾く前に、必ずポンプを洗浄
してください。長期間保管する前に、常に圧力を開放
し、ポンプを洗浄してください。

1. 圧力開放の手順、10 ページに従ってください。

2. 洗浄の手順、12 ページに従います。

洗浄の手順

次の場合にポンプを洗浄します。

• 最初の使用前

• 色や液体を変更する場合

• 休止状態のポンプ内で液体が乾燥または沈殿する前
( 触媒入り液体のポットライフを確認してください )。

• 夜間のシャットダウンの場合

• 装置の修理前

• ポンプを保管する前

ポンプで使用する液体とシステムの接液部部品に適合
する液体で洗浄します。推奨される洗浄液と洗浄頻度につ
いては、液体メーカーまたは仕入先に確認してください。

1. 圧力開放手順、9 ページに従ってください。

2. スプレーノズルをガンから取り外します。

3. 接地された金属製ペール缶の接地側に向けてガンの
金属部分をしっかり持ちます。

4. ポンプを始動します。洗浄は必ず最低液体圧力で行っ
てください。

5. 接地された蓋付きのペール缶に向けてガンの引金を
引きます。

6. ガンからの溶剤がきれいになるまで、システムを洗浄
します。

7. 圧力開放手順、 10 ページに従ってください。

8. スプレーノズルを別途清掃し、再度取り付けます。

炭素鋼ポンプの腐食防止

液体ピストンと吸入バルブ調整
液体ピストンと吸入バルブは、中粘度の液体を想定して
工場で設定されます。粘度の低い、または重い液体のポン
プ用の調整手順については、置換ポンプマニュアル、
307983 を参照してください。

火災および爆発を避けるために、器具および廃棄物の
容器は必ず接地してください。静電スパークや飛沫に
よる怪我を避けるため、必ずできるだけ低い圧力で洗
浄してください。

注
ポンプ内に水または水性液体を一晩中放置しないで
ください。水性液体をポンピングする場合は、まず水
で洗浄し、次にミネラルスピリットなどの防錆剤で洗
浄してください。圧力は開放しますが、部品を腐食か
ら守るため、防錆剤はポンプ内に残します。

注
水分や湿気によってお客様のポンプが錆びることが
あります。防錆するためには、ポンプ内に絶対に水や
空気が溜まらないようにしてください。洗浄の手順、
12 ページに従います。
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トラブルシューティング
圧力開放手順、(9ページ) に従ってから、装置の確認ま
たは修理を行ってください。

注 : この装置を分解する前に、すべての考えられる問題
と原因を確認してください。

* 液体ホースまたはガンが詰まっているかの判断は、圧力開放手順、10ページに従ってください。液体ホースを外
し、容器をポンプの液体アウトレットに置いて廃液を受けます。ポンプを始動するための十分なエアを入れます（約
1.4-2.8 bar [20 ~ 40 psi]）。エアをオンにした時点でポンプが始動する場合、液体ホースかガンに障害がある場合が
あります。

問題 原因 解決法

ポンプが作動しません。 ラインが制限されているか、エア供
給が十分でない。

対策 ; 給気を増やします。

エアモーターが汚れているか、損傷
している。

エアモーターを点検します (説明書
307043を参照してください )。

液体ホース、ガン、またはノズルが
詰まっている。

除去*

ポンプは作動するが、上下両方の
ストロークで吐出圧が低い。

ラインが制限されているか、エア供
給が十分でない。

対策 ; 給気を増やします。

液体供給が空です。 液体を補充し、再度プライミングを行
うか洗浄します

液体ホース、ガン、またはノズルが
詰まっている。

対策*

パッキンナットが緩んでいるか、ス
ロートパッキングが摩耗している。

パッキンナットを締め付けます（パッ
キンナットパッキンナット、10 ペー
ジを参照）。スロートパッキングを交
換します。

ピストンと吸入バルブに調整が必要
です。

調整：取扱説明書 307983 を参照して
ください。

ポンプは動作するが、ダウンスト
ロークの吐出圧が低い。

吸入バルブが開いている、あるいは
磨耗している。

整備 取扱説明書307983を参照して下
さい。

ポンプは作動するが、アップスト
ロークの吐出圧が低い。

液体ピストンバルブまたはパッキン
が開いたままか、摩耗している。

整備 取扱説明書307983を参照して下
さい。

異常な運転、または加速された
運転。

液体供給が空です。 液体を補充し、再度プライミングを行
うか洗浄します。

ピストンと吸入バルブに調整が必要
です。

調整：取扱説明書 307983 を参照して
ください。

吸入バルブが開いている、あるいは
磨耗している。

整備 取扱説明書307983を参照して下
さい。

液体ピストンバルブまたはパッキン
が開いたままか、摩耗している。

整備 取扱説明書307983を参照して下
さい。
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修理

置換ポンプを外す
注 : 置換ポンプの修理指示については、個別に提供されて
いる、置換ポンプ説明書、307983を参照してください。

置換ロッド上で液体が乾く前に、必ずポンプを洗浄して
ください。長期間保管する前に、常に圧力を開放し、ポン
プを洗浄してください。

1. 圧力開放の手順、10ページに従ってください。

2. 洗浄の手順、12ページに従います。

3. ポンプを行程の下端で停止させます。

4. すべてのホースを取り外し、ポンプを取り外します。

5. 置換ロッドからカップリングナット (14) を外しま
す。カップリングカラー (15) を取り外します。図 4。

6. 下部ロックナット (9) とロックワッシャ (7) を戻り
チューブ (11) から取り外します。

7. スイベルユニオン (S) をサプライチューブ (12) から
取り外します。

置換ポンプを再度接続する
1. 置換ポンプを取り付けチューブ (11、12) に置きま

す。上部ロックナット (9) を戻りチューブ (11) の上
で数回ネジ止めします。スイベルユニオン (S) をサ
プライチューブ (12) の上にしっかりと締め付けま
す。図 4。

2. 接続ロッド (4) と置換ロッド (R) とを接続します。
必要があれば、戻りチューブ (11) のロックナット
(9) をロッドに合わせて調整します。

3. 接続ロッド (4) と置換ロッド (R) とかみ合うように
カップリングカラー (15) を配置します。カップリン
グナット (14) をカップリングカラーよりも下げて、
置換ロッドにしっかりと固定します。

4. ロックナット (9) をしっかりと締めます。

5. ポンプを再度取り付け、すべてのホースを再接続し
ます。

6. モーターへのエアをオンにし、ゆっくりとポンプを
動かします。ポンプがモーターへの最小エア圧力で
スムーズに動作するまで、ロックナット (9) を戻り
チューブ (11)で調整します。ロックナットをしっか
りと締めます。

7. 修理中に接地線を外していた場合、再接続します。

8. ポンプが浸っていない場合、パッキンナット /ウェッ
トカップの半分まで互換性のある溶剤で満たします。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧状態
が続きます。液体の飛散などの加圧状態の液体、およ
び可動部品から生じる重大な怪我を避けるには、スプ
レーを停止した後と機器を清掃、点検、および整備す
る前に、圧力開放手順に従ってください。

注
取り付を取り外す際は、モーターの底面近くでチュー
ブにレンチを使い、底面のネジへの損傷を避けます。
再度取り付ける場合は、チューブスレッドシーラント
をオス型ネジに使用します。
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図 4: 置換ポンプの接続

潤滑。

88-102 Nm (65-75 ft-lb) のトルクで締めます。1

2 再取り付けする場合はネジシーラントを使用
します。

3
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部品
モデル223185、シリーズ C
2:1 比率 Monark ポンプ、55 ガロン (200 リットル ) ドラム缶サイズ、UHMWPE および皮パッキン

参照 部品 説明 個数
1 206955 エアモーター、Monark

部品については取扱説明書 
307043 を参照してください。 1

3  223177 ポンプ、置換
モデル 223185 で使用
部品については取扱説明書
307983 を参照してください。 1

4  191611 ロッド、接続
19.54 インチ、(496.3 mm) 長 1

6 100579 ピン、コッター 1
7 118160 ロックワッシャ、ext shakeproof 2
8 156082 O リング、ニトリルゴム 1
9 171217 ナット、スペシャルロック ;

3/4 ガーデンホースネジ 2
11 162646 チューブ、リターン

24.675 インチ、(626.7 mm) 長 1
12 190177 チューブ、供給 ;

19.3 インチ、(490.2 mm) 長 1
13 160032 ニップル ; 3/4 npt 

(モデル 287980 のみで使用） 1
14  190117 ナット、カップリング 1
15  190066 カラー、カップリング 2

モデル 223185 のみで使用されます。1
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モデル223186、シリーズ C
2:1 比率 Monark ポンプ、スタビーサイズ ; UHMWPE および皮パッキン

参照 部品 説明 個数
1 206955 エアモーター、Monark

部品については取扱説明書 
307043 を参照してください。 1

3  223177 ポンプ、置換
モデル 223185 で使用
部品については取扱説明書
307983 を参照してください。 1

4  191736 ロッド、接続
177.3 mm (6.98 インチ) 長 1

6 100579 ピン、コッター 1
7 118160 ロックワッシャ、振動防止 2
8 156082 O リング、ニトリルゴム 1
9 171217 ナット、スペシャルロック ;

3/4 ガーデンホースネジ 2
11 181120 チューブ、リターン

325.4 mm (12.812 インチ) 長 1
12 190178 チューブ、供給 ;

171.5 mm (6.75 インチ) 長 1
13 160032 ニップル ; 3/4 npt 

(モデル 287980 のみで使用） 1
14  190117 ナット、カップリング 1
15  190066 カラー、カップリング 2
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寸法および取り付け

寸法 取り付け穴の配置

モデル
番号 A B C

インチ mm インチ mm インチ ミリメー
トル

223185 47.81 1215 15.31 389 32.5 826
223186 35.31 897 15.31 389 20 508
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性能チャート
凡例: 液体アウトレット圧力 - 黒色曲線エア消費量 - 灰色曲線。

A 7 bar (100 psi) エア圧力
B 4.9 bar(70 psi ) エア圧力
C 2.8 bar (40 psi) エア圧力

規定の液体流量 (lpm/gpm) および使用エア圧力 (bar/psi)
における液体アウトレット圧力 (bar/psi)の求め方 :

1. チャートの下に沿って希望の流量を見つけてくだ
さい。

2. 垂直の線を、選択された液体アウトレット圧力の曲
線 (黒線 ) との交差点までたどってください。左の目
盛まで進み、液体アウトレット圧力を読みます。

規定の液体流量 (lpm/gpm) および使用エア圧力(bar/psi)
におけるポンプエア消費量(m/分またはscfm)の求め方 :

1. チャートの下側に沿って、希望する流量を見つけて
ください。

2. 選択したエア消費量曲線 (灰) との交点まで垂直線を
上にたどってください。目盛の右側をたどり、エア
消費量を読みます。
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技術仕様

California Proposition 65

カテゴリ 米国 メートル法
比率 2:1

最大液体使用圧力 200 psi 14 bar

最大エア入力圧力 100 psi 7 bar

3.8 リットル (1 ガロン ) 当たりのポンプサイ
クル

11

分あたりのサイクル 60 での液体流量 5.5 gpm 21 リットル /分

液体インレットサイズ 1–1/2 npt(f)

液体アウトレットサイズ 1 in. npt(f)

エアインレットサイズ 3/8 npsm(f)

重量 40 ポンド 18.14 kg

ポンプの最高動作温度 180°F 82°C

* 100 psi、分あたりのサイクル 60 での騒音
レベル

62.6 dBa

* 100 psi、分あたりのサイクル 60 での音圧 71.8 dBa

接液部品 供給チューブと戻りチューブ : ニッケルメッキ炭素鋼
エアモーターベース : アルミニウム
置換ポンプ : 取扱説明書 307983 を参照してください。

注
* 試験は ISO 3744 に従って実施。

カリフォルニア州居住者

警告 : 発がんおよび生殖への悪影響 – www.P65warnings.ca.gov.
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グラコ標準品質保証
グラコは、この文書で言及されている、グラコによって製造され、その名前が付けられたすべての機器について、使用のために最初の購入者に
販売された日に、材料および製造上の欠陥がないことを保証します。グラコが発行する特別、延長、または限定品質保証を除き、グラコは販売
日から12ヶ月間、グラコが欠陥があると判断した機器のいかなる部品も修理または交換します。この品質保証は、機器がグラコの書面による推
奨事項に従って取り付け、操作、保守された場合にのみ適用されます。

この品質保証は、一般的な消耗、または誤った取り付け、誤用、摩耗、腐食、不十分または不適切なメンテナンス、過失、事故、改ざん、また
はグラコ以外の構成部品の代替によって引き起こされる誤作動、損傷または摩耗は、保証の範囲外であり、グラコは責任を負わないものとしま
す。またグラコはグラコが供給していない構造、付属品、機器または材料とグラコ機器の不適合、またはグラコが提供していない機構、アクセ
サリー、機器または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作またはメンテナンスによって生じた誤作動、損傷または摩耗について責任を負
わないものとします。

この品質保証は、欠陥があると主張された機器を、主張された欠陥の検証のために、認定されたグラコ販売代理店に前払いで返却することを条
件とします。主張された欠陥が確認された場合、グラコは欠陥のある部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買
い上げいただけたお客様に返却されます。機器の検査で材料または製造上の欠陥が発見されなかった場合、修理は妥当な料金で行われます。こ
の料金には、部品、工賃、および輸送の費用が含まれる場合があります。

本品質保証は排他的なものであり、商品性の保証または特定目的への適合性の保証を含むがこれに限定されない、明示または黙示の他のいかな
る保証にも代わるものである。

保証違反の場合の グラコのあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者は、他の補償 (利益の損失、売上の損失、
人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるもので
はない) は得られないものであることに同意します。保証違反に関連するいかなる行為も、販売日から起算して 2 年以内に提起する必要があり
ます。

グラコによって販売されているが、製造されていないアクセサリー、装置、材質、または構成部品に関しては、グラコは保証を負わず、特定目
的に対する商用性および適合性の全ての黙示品質保証は免責されるものとします。販売されているが グラコによって製造されていない製品 (電
動モーター、スイッチ、ホースなど) がある場合、それらのメーカーの品質保証の対象となります。グラコは、これらの保証違反に関する何ら
かの主張を行う際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、グラコは グラコの提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売される商品から生じる間接的、偶
発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、保証違反、グラコの過失、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないもの
とします。

Graco Canada のお客様へ
お客様および弊社は、すべての文書、通知および本保証に従い、または本保証に直接間接に関連して提起される法的手続きに加え現在の文書につ
いても英語により記述されることに同意するものとします。

グラコに関する情報
グラコ製品についての最新情報入手先 : www.graco.com 。
特許についての情報入手先 : www.graco.com/patents 。
ご注文は、グラコ販売代理店までお問い合わせになるか、または最寄りの販売代理店にお電話の上ご確認ください。
電話 : 612-623-6921または無料通話 : 1-800-328-0211 Fax: 612-378-350
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